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はじめに
M9南海トラフ地震津波発⽣の可能性

（内閣府南海トラフ巨⼤地震対策検討ワーキンググループ）

• 地震の揺れにより、約 62.7 万棟〜約 134.6 万棟が全壊、約 3.8 
万⼈〜約 5.9 万⼈の死者が発⽣する。

• 津波により、約 13.2 万棟〜約 16.9 万棟が全壊、約 11.7 万⼈
〜約 22.4 万⼈の死者が発⽣する。

• 延焼⽕災を含む⼤規模な⽕災により、約 4.7 万棟〜約 75 万棟が
焼失、約 2.6 千⼈〜約 2.2 万⼈の死者が発⽣する。

• 液状化により、約 11.5 万棟〜13.4 万棟の建物が沈下被害を受け
る。

• 電⼒は、⻄⽇本全体の供給能⼒が電⼒需要の 5 割程度となる。

• 固定電話・携帯電話は、1 割程度しか通話できなくなる（90%規
制）。

• 上⽔道は、約 2,570 万⼈〜約 3,440 万⼈が断⽔する。

• 下⽔道は、約 2,860 万⼈〜約 3,210 万⼈が利⽤困難となる。

• 都市ガスは、約 55 万⼾〜約 180 万⼾の供給が停⽌する。

• 幅員 5.5m 未満の道路や中⼭間部、津波被害を受けた道路等の多
くが通⾏困難となる。

ハードだけではなく、ソフトの対応が必要



地域の防災対策
• 気象庁から緊急地震速報、津波警報・注意報、臨

時情報（何か平時と異なる状況）が発表される。
• ⽂部科学省や⾃治体ではハザードマップを作成し、

各地域で防災計画を⽴案
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海域観測網を使って
1．早期検知能⼒を上げる
2．破壊の範囲を評価する
3．地殻内応⼒変化を監視する

東南海地震発⽣後…
1．どこまで壊れたか︖
2．南海地震はいつ︖
3．ハザードマップは︖

DONETの必要性
DONET1は、東南海地震震源域でリアルタイム
モニタリングを⾏う⾮常に重要なシステム

DONET2

DONET

合わせて東南海地震と南海地震の連動性評価に
つながるリアルタイムモニタリングを⾏う

東南海地震震源域

南海地震震源域
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DONET2は、南海地震震源域でリアルタイムモ
ニタリングを⾏う⾮常に重要なシステム

地震

津波



南海トラフ海底地震津波観測網
(N-net)
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津波即時予測システム開発

input 緊急地震速報
津波警報・注意報

政府向け

input ⾃治体向け 津波避難対応、浸⽔後の
対策検討に、県と沿岸市
町村の防災部局が閲覧
⼀般向けには、津波検知
と伝播継続を知らせるエ
リアメールを流す

DONETデータ振幅表⽰

津波到達時刻・
津波⾼さ・最⼤
浸⽔深を表⽰

浸⽔エリア表⽰

選択した断層モデルを⽤いた
沿岸の理論津波波形

地震 津波

津波即時予測
システム

地震と津波の
検知を表⽰



ハザードマップへの
誤解

震度6弱

震度6強

震度階

液状化

ここは安全︖

宮崎県独⾃
モデルによる

⽡礫と津波⽕災の発⽣
• ⽡礫が浸⽔深の
浅いところに集
積する

• 引⽕物が含まれ
ているときは⽕
災が発⽣

防災科学技術研究所主要災害調査第48号︔東⽇本⼤震災調査報告︔付属 写真資料

⽡礫の発⽣量と集積地を
リアルタイムで予測する。
避難場所の安全性を確認
することが可能になる。



⽡礫の発⽣シナリオ
津波による

浸⽔
津波の流速、
構造物の浸
⽔深の差

構造物の耐
⼒を超える

と倒壊
⽡礫発⽣

⽡礫を含ん
だ海⽔によ
る浸⽔・⽡

礫運搬

平均密度の
⾼い海⽔の
次の構造物
への衝突

さらなる⽡
礫を発⽣

流速が遅く
なったとこ
ろで集積

倒壊判定(⼩園他, 2017)
・浸⽔深および流速に基づく波⼒
・倒壊判定のしきい値は再現計算より各建物に作⽤した波⼒を推定
・実際に倒壊した建物と作⽤した推定波⼒の関係を建物種別ごとに
整理

⇒倒壊のしきい値とする．

内閣府M9モデル11ケースで
試計算

尾鷲 尾鷲 尾鷲 尾鷲

尾鷲 尾鷲 尾鷲 尾鷲

尾鷲 尾鷲 尾鷲 南海トラフ巨⼤地震モデル
検討会,内閣府2012

初期位置として、Google mapの航空写真から⾞両と船舶の位置を読み取り、
建物情報（階数、種別）は尾鷲市データを使⽤
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ケース５
ケース６
ケース７
ケース８

最⼤⽔位となる津波ケース７、約10m

ケース1〜4

ケース5〜8 ケース9〜11

計算波形

モデルケース1 モデルケース2 モデルケース3 モデルケース4

モデルケース5 モデルケース6 モデルケース7 モデルケース8

モデルケース9 モデルケース10 モデルケース11

最⼤浸⽔深評価



⽡礫の移動・集積地評価

1605ケースの断層モデルを使⽤
した津波データベース

・津波到達時刻
・津波⾼
・浸⽔深マップ
・⽡礫集積マップ

M7.6

M7.9

M8.2

M8.5

まとめ
• 成果

• DONET観測点に対して絞り込んだモデルのうち、最⼤
津波⾼を⽰す断層モデルの浸⽔深マップに加え、⽡礫集
積地マップも並⽴して表⽰するシステムに改訂した。

• ⽡礫計算の⼿法を導⼊、確からしさと安定性を評価した。
• これから影響の多い断層モデル群を⽤いて⽡礫計算を実

施予定、組み込んで津波被害即時予測システムが完成
• 課題

• RC造りなど、建物種別ごとの倒壊条件の精度向上
• DONETでの地殻変動成分導⼊による予測精度向上


